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1 捕 言

前野 )に15いて/I(火電流 lA r和好脚 の秒合の花

見胃作用二屈点火玉の燃班状況を,村Em 'tbミl)芯巡

歴塩鮭政により毎秒約 2,8ccコマの速度で飽膨した鎚

A,-2:取告Lfこ.即ち的扱即妙 ′ニおして点火王は通屯

緩.白金税のJ月日から変化し始め,次に先脚 が粉末

となり飛放し,その経地を果し逐次馳 l盛んにT_,つ

て火焔兼大となり,蘇次繋えて消失するものである｡

今軌ま氏火ITS鰍 =及ぼす花読変化の膨晋を,明視野及

び臨P.EI扱鰍 こよって救有れ F=｡

を花汎 二用いて不変喝況 〔図 1(b)〕にLl=DそのSZ

矧d路はEgL2の如きものである｡｡

ql訴電池は大塔兜ではあるが低圧 (6ポA,り であ

るT=め点火王への適閏捉始を培7T<するのが百姓であ

る｡そのため抱2のような匝銘をJ酌 ､て点火匝殿 を閉

じること(=より在諌サイラい･ソの〆リ･/I-MLh位が変

化するようt=したCこのよう(こすると点火花託が群Lれ

虐め,3のと全 く同時'=サイラトE･ソが放問を起すの

で,その臥転Ta抑 =よって狩光するネオン肝を打示灯

として扱影することがuJ架f=｡

なお投影損の桐造上その起動t,バーを引vLて投JT火

lL 杖料及び環形生畳 A

群同の二心17火玉はr河報りとF'7)-のもの即ち餌｢問

はヂェtPソレブル-/ソ封 Snlg.郡二切は甘〆ン鉛,

垣累酸 カ リ 】 i5mg,何れ/Jコロジオン液騒乱
(coatznh'なし)のものを腿用した｡

2 祐速度放妙法

初速度投影法は飢 識Ilと同じく背魚を閉るくした明

視野鼠駈故及び新たに略表で災影し欄 牧野搬 技を 06
梓川LT=｡

3 花泉凹路 (frL火電流)

lW報1)の轍 においでは点火現況1:はコンデンサー

を7t潔とする政教正統を用いた｡この粉合の罷粒は7

ンダンサー式発畝淡のような漣波な収 率 亡Eil1(C)〕

をもつもので･まなくて,匡= (8)のJ:う【こ10msで 0
杓和%の大きさに.'_-ら/Jのであった.花託の大きさを

軽々に変えて弊政を帯 )場合,琵変t=よる彰等が入れ

(三部冠の田燕を来すおそれがあるので,今刑は問 池
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1-+./廿電it忠地(203V)
点火TZ改 号也(bV)

1)レ-屯iV怒池(24V)

サイケトuy(もらGT)

-イt,1>7.ナン
帯

荊芯報bM↑寸.
/if蓮カ スイ1

ナ一レ-1主上rzIAtやLl■JJt/,i.Vzの旋

光坪鉄拳 】VJのJE受戒tt歩 CtCt8t≡.こ訳 するJでに虻かのF'IrhYの違itfL弗f=-_Lる芝草

･,･あり.又GI々 の鰍 拝∴応じて溢れC的nJE

を又芳する必¥が為る｡これを行うのか区申 St,R̀
,Cl=ころ統 監 .Ylの杯分であって.R●争あらか

じめ耶づろこと(=より.虫JhAイっナ SJが析'=れて から

sJが別じるよでの碍ri:I.

即ちS■が朗じる王での時間(井沢のものでは O▲1-40

秒)をel山に31ぶことがuI完､る｡< t鼓1琵秒

の鮒Sの(=め上述の2技研の匂詳Z=ついておのj_の大束

中/_わける秋 王a)朗 状況を tÔ '=比拡LJこ.

i秒 速&,鑑抄 2.秒 ･-3,(料)7†)そC稔果.

こR lの lÔ の何に■坪をつlJl=Iuの t滞 モ流lとつけ

.･=いもの (不文宅設)で衆わし/こ｡この世空の蹄 ℡

淡では不況 誰との問に集か.I_-,､こと!,わか

つ''こ｡しかしコ ソFyサーIm 改野,'L虻Jtけ る舶 砧で
.
三吉

一1しく抽斗の芯いE誌 で点火することも3)るので.

この上う.' Lt記に対しては改r}てa封する予定であ

る｡
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耶軸警かけ=圧イゥe.火t(ソ呼-'-屯バ〆程魚住力蓬那節3:.

.LZEFH.FZIUILyi<TJ Ⅲ ℡流変化による影響 (明棋野

il暮わ1 六g.中で:Jta甘.'二糖合大気中で瓜火t汗を 07.1.0.)5.20,

30,6.0̂とA.化させT=初台のそれぞ11の拡gtt

h妃,il'i捗2.∝8-3,300 コマで放野し/I

｡例えは 20̂ のJ8台は等井桁 】rn)のb1.,4もので

ある｡叫 ① (払10こ,Y.逼屯世 3.DTT叫 で凡火三

の女茸封 ヒとrEt時:=肌 -1流出してし､る,1'そ止て.

i)恭25,I.alI叫 では点火三より恥 1'=火抜か

芦生して.･る｡この上-J-_1現生.三門々定も7_その刑.i不

絹で上る｡止 し押 ヨー,9･1･肘1 -空 始めて火伽 tA火三'

,LT.発生し.S Lか ,一.108zltS､てWL.ま兼大 と(_

IT)モC技次車に支えて網失す る. l･0.15.30,BOA

::お.ても時ほの抱註;iEJる.J,.すべて同じ齢 ･'E7r-;している｡T=''_tOTAcわ く宅BE

の訂 .雛 は.写れ蛎2(山)の如く達て技 】)6,TtSで瓜火

王



LLr凹 汁応 伊必 ･新斜 JH･電文町ifFu_r'･火まの低地 83
枚にqliuL,⑧ (煎60コ†.18･3.nS)に加 ､て始めて て火仏穀大とTLる｡

火焔が是生している｡帝さこ他 lE大して (伊,妨71 そttprれのt鼓の婆2'~上る炭火三の払摂待riilを炎

ヨー,228ms),取 =湿 し粁 9ゴヤ.275m9日 :重つ 1I:疋･1/=｡又これをESl77=すTtl王E213のようにtJる.

衣 l

点火芯は (A) OT l･O l･5 20 3･0 810′一一一一- ･ t - ′山 { ′･.･一･一■- ･ .I- ･.･.･.･.ヽ

茨LE内的 (ll) 97 T57 'S2 '65 413 7･3 32 39 22 30 18 22 03 06

骨仏En竹 (Ll) 213 222 65 0･0 loo 110 74 78 78 81 64 69 39 38

火的叔犬 (/L.UL) 383 37.2 26･2 22.0 273 352 20-I n e 228 198 173 33O IAi2 lSO

出洪抵丁 (∫.) 5110 65t ･110 333 Lll･1 J18･3 /.04 350 3L･･9 1日 2''3 31こl 訪 7 300

〔姓つ ■滅it屯汝と地相した)呈七 fBにすべて不変芯汝と位町J
4L位 ユIIHISecOnd

これらのは1=5-10凹の'J5鼓仙穀の 申,コ化相好時間につレてJ.帆及びIF取り成mのもの'<題んIC花戦

した｡1沈一FT'2,衣4,'F'5の)特命もrq切である｡
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はす影帝 王少く{+.る｡鰍 ;このよ･)な二朋点火玉の点

火電班は 20人以上であることか好ましい｡

コ 密顎野中で地境こせ1こ塔含

別報1)と同様Z=F!1火玉を再拝 6mtnくつ立的石英〝ク

ス℡串.-延時…宅と共'.=袈堺し蔑閉林琵:J_して,瓜火甘

藷を 07,10,15.20,30̂ に変化させ1こそれぞれ

の替合についての鰍 配,-Zを捗 2,3C0-4,3037†

の;里庄で彫 LJこ.

写抑 3(･L)は 210A の】各合の窮取賢殻臣の牢井で

T■L､ ある｡脚 の応合Z=j:りF51転の下の石英廿中の点火王

について辻へる｡平井 ① (恭 97T,五tt技 32Tn3)

で点火三が≡化し始め,① (第10;】マ36ロ旭)で野末

が発ritL-祖 主妹となつでRんでいる｡③ (約12ヲ†.

tt･'t 44zns)に去 て自重那Fl通より火広を発生し,一刀

韓とTLつてヲ先んJ.'ものは廷特集面l:司浅している.a)

(恭16ゴマ.bCms)では火焔が建時罪跡 こ繋還し,(ふ

(斬211J†,80zllS)1=至り火帆 ま資大となっていろ｡

tl その他の花沢仏の秒合も同じようIr傾向を771してい
/⊃○
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図 3

讃 tこ託す如 く可読伝が恥 するに従って点火王の

変化純血 (IJl,発肋 (Lit,火炊最大 (tJZn),放牧
終了 (,.)の魯時限が･それぞれ泣 く1.-つてくる｡

文字X.Eり変化臨近接の珍未見牧丘は7E誌位の相加

と美:こ多くなることが聖められ''=｡

四3 上り明らか1L3:ラ(I.それぞれの 氏族 こおい

て.15̂ 附辻まではだ謙Fの変化によって時riE'は著

しく変bるdL.2.OA 以上では可淀の攻三が時rifl:=及

各屯紀伊'二村する点火玉の脚 rLAlを表 2に1生け

た,三二It･-r瓦'-I;Lf=ものがEgヰである｡

このEq:=見られる遣り鵬 管中で放 させた砂合も

大気中V')粉を (阿3)と同じよう1=較応になることが

苛めf､Ztる｡しかしながら触 りこさいかr)それ

ぞrLの雌 が非常,=崇近していろ｡文ILL細 が増加す

る1臣.各位牝 t2におけるメクツ年が少くなる｡例え

は変′こ54捻寿p芦.まOJA の坊告.rま9_7-t55n巧でZ'

るが.,30A では 2･1-24rnsで3)る｡

3 苛 穀

以上 1.2の轍 より次のことが考えられる｡



r'･ 火 fEE 波 (A)

･R 化 W だ†(LJ)
m 蛸 鞘 屯. (El)

火仏社昭JBbJ到達 (LF)

火 坦 tt 大 (L畑Ⅰ)

Al佃 ＼T)Ll】sct･ond

エ 薮 火 畢 ta会 tt 邦 15怨 節 2 軒

鼓三 2

O7 10 15 20 30-一･･･一 一･.･_■ヽ一.....ヽ -■一････.･一･ヽ 一一一･･･一一-･ -■､ー
97 Z55 (〉7 84 38 43 32 36 21 2▲t

128 167 79 100 5:! 7 1 ･.-. 52 j3

】3ひ 171 97 103 60 7′1 60 56 48 L13

176 198 118 122 88 95 80 8 1 71 67

町 許 (643)r=組立て胃管埋葬柳等

をナッツE7Tク7により海躍 Ltこ.その結Blは襲3【二元ナ迫りで.EE

4【こ...jける曲的 L.であるD

袈 3Lr･火筒涜

(A) O7 10 15 20 30詣 巣望孟諸 .0.㍍ 67言04D=435二,27言.
1一･一＼lii旺 lH LllSeCOlld,扶助軟 各 30回宛

榔 菅の船 時1;Jlは,m並の笑顔L二おける洩駄

℡中の瓜火玉での火tn延時弊GLiだ三重矧 iilに近いと

考えら‡1るのてあるが,この契款の托巣,変

化㌍始 粉末荊t叫 牝も含めて)と劉 読取糖 のrlilで陛指し

てもろことが怒められ'.=｡

t. 7 ･ルふは暗赤色の火花,火焔などにほ感光しに く

く,鰐1ニ菰過度明視野塾と影法の上うな鰍 i

帯出時rH11p が梅めて軌 ･上に/I,クが明るいからだE:感光しに

く15 -｡ このことから搬 行数影では とらえらillE･.1火

一 宮 .i (A)

匡] I瓜火まの伝規は光政赦崇を左右する虫初の国7･である

から.そのJ't火慰まぬ土駁 (=EI智ll鮭啓を及はすこ

とになる｡庶!=這ベ1=如 く15̂ 以Tの場合は点火二王

の轍 碍ril!

E=及はす電流の影帝が大きく,又同一簡約r=35いても各脱 帽のバ

チッキが大きい机 20̂ 以_じの切合では胃洗の影啓が少 く,

文パ=/ツ中も小さaこ!1.によって ミリ-tコソド発破など

には コOA 以Lの花市を任用することが盟ましいと考えられる

｡金属岱山などの促安数JuJ第 143Jh･,2,郎3有言及び窮 144

併軒 1顎15によill王髄秘 三 10A 以上となって いる那

,東に正純を期ナるならはこのlilはめ村の衆粗があ⊃̀o

llr 瞬舞屯気雷管[=よる央致以上の穿三輪
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L

巾くが. ホl抑 ウ†.1231nS)でこの粒の喝ESこ飼

QILPで まTyりLl,れlj,JJ.つ,.=光圧の小さIRJ,･狩生して

いる｡

07̂ の船 は牢Tr蕗2 ('L) でもつ'=,瑚 ①

炉 5-.前 任 7.Omi､て変化弊治し. 1 秒

コマ.104TnjL)で火o=WJl出損のてr.･,.J｡森組掛 三

でのP.r.1のよう こ火のnf,･莞恨しているJJ',2-OA

亡等F那 l(b)〕の耕合.J比較して大空少 ･｡J 茄

37,I.149TTb ::A LT飴.,nてRJ.牙&-し,5茄

72コ†,2g･lr仙)l:重り火払 i東大と!.'つて.る｡7_

ii0-̂ の明奴野放芦.=1..いて見(-れ,.こノズJL状の申

汗は,-の場合は残光してIJL,･故..まと/.Cが火の

現ではな.t'のと増えられろ｡

明晩野紗 ではF■l火三の変化htl始の現範がはっきり

JS光LfJ･/肋 ･あり,その時.ま研 ミ九七,'E以って変

1E:押始 (JI)とLl=が,E3牧野投影では文化脚 (rI)

の味沢がtt榔 こ推断地謡.11ぶその技.こ火の粉の発生

IT一)t,iZgわらrtl=,この火の顎は鶴牧軌 こおける涌

故紙 D一部である｡

旺9_野L:)ユげろ 07.20,6,0̂ のtB合の蜘 朽nJll

は糞 4のiりである｡又こrtらの群発を広元LIこもの

がE53.('rI.1..1㌧ である.

諜 4

/Ll大 宅 i* ^J OJ 20 bOE==:i===■ ヨ =:==::=lコ
交 L･EEg柄 'J/ 70 85 20 24 04 05

火の冴爪放 T.I I04702 40 jO こい 25

井 m Bl的 ('rJ) lJOIJb T6 88 113 50

火約七 六 'J1.I... 77､30O30LI252296]'0

世 鼓JS/ r. jb845152.0176 4lb380

Jn陀 llJIELSCCOllLl

路牧野のSLと服地 tツ■/)は酢蛸 の文化臨地 (lJ)

.Eり早 く.又明枚方E:<おける菜愉脱胎 (ll)の前.1火

力

点 火 苛 謙 (̂ 0.7

Z 化 閑 的 ('II) 10.1 9.7

火蛸 ･(,A:Bn･lIと -0- .01

益謂 k火''甥 ,5 t0- 05

兄 姉 鞘 輯 ('rJ) 105 )05

畑 zi(L'T芳 村列PE E2｡ -OA

大 約 や 犬 (rdJ) 136 128

LP陀 _tl■Jl】Se∝lTld

の屯JJt飛t2している｡

2 噌Ia℡中:こ31:Jる溢缶

次[=点火t託 07.I0,2.0.30A の均分の托苅甲

中の瓜火王の鞍竣Lz,砿ylt打て膨 し/こ｡

210̂ の手合.1牢畑 3 b)でさる｡2本の･j◆

F.上方の石英竹中の舶 ':ついて泣叫する｡牢其 1

(筋 7⊃寸,速tl柁 2.<t叫 .{白金現の片田が光り

Li'恭IC,LV..lbttdlで火の如 L浪故し,点火三日

Jlも定位を張出 し ~1､る｡ 一l 筋目三,-,4OtTkl)で

火の現が建碑罪跡 FE L,α (勿12ゴ†.山nrL9)で

は火位J,t迷時額面!二王‡荘して.⑤ 恭 一｡,1･.727nl)

E=至り火塩丑メことILつている｡

3DA の和合Ji郷 那4(L･.)である｡M両で_tJ)-
の石英野中のZ-T火丑 -ついて述べると,叩 Qi)(斬 J

コマ,逮t技 12tn,)で白金巣の用Ey,L*r).冊柵 二

火の見が飛散していろ｡i (如6コY.20ms)で火

の課は軽時懲AJ:L更過し,③ (約 8コY.28mJ)で

はFに多くの火のAf,'･細 面I=究証して-i;一二並′二

で.､る.,3 t郡tOて】1 36nvl).二至って畠のて点火

王から5W lL. r･(茄12ヨー.illmS)で･この火仇 i

廷時男百に究還して ･る.I_J)技火柱は官.一大さく1_A

って, 64,帖 で長大とfLる ErJE省卦 ｡

07･lo碓fl二王̀ゾ井的<(b3rでbつて.洞じく上
方a)TT芙野中の爪火正'二つ1.て述-る｡¥苅 ¢ rgPl

ゴマ,Wi.A.技IOlmn て火の如 t穴thL.衣. ll(HF

287V.105ntR で火の塊:上程坤箕面.lf!J L.榊

I=血火3:は売払LE開始 している｡ I′仇207-I.

10･8nyn で.上yt.-_他の火の如 ･適時笥r5).二,Liして,.I

る｡ニト -次･･-L才 か コY.t2OTnnで火姐が抵

時好面 こ雪jFL.b 如:払71.136nl< I:ill.I-=そ

の火焔か長大と1+つて･､る｡

これ(.の掛 t･Sとnllは炎5の通りでし→つて.こ

7tを阿示すN t搾Sの5う:=IJる｡Tllll'':三先.ニ縛

り:柊げT=j港市℡の性発吟の曲竣̀I'こ同じであ,I)｡
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一 7_ l

た火想あー小O･7Aの格合 二は,可廿は売時r,aI,"i

loo-12hn(虫3牟E3)であり,ニのEE.~入る爪

火1の現やは.変化隈b TI.火の粉,火の脚 放 7 .,

火の屯.火の勝 ち界面男達 T ,.栗怨舶 r',火也廷

時t面FIJ r七である｡LOAl=.･:･て.ヱJ,.は る.7

Al8･OmsでJ)り,この記雌Eニ入るJ.のは ブ●′,1..'I.,

rlでJbる｡20A でIi I/Jは 3 5-43m～であり,

このtiだ.一入るものは 7一.lr,,r'てみる｡30A で

は LpLi27-3･lmsであり,このお軌 こ入るものは

'J'.(-)けである｡07A の.日 に瓜火tt淡が弓か･時は

f廿漣廷抄時3)バクツ+が大きく.又戊火三桁tQ.=お

ける各現屯の時W的J<ク･/+も大き.･かち,摂tX*の

上述のいすhのrfZ符:=おいて甘廿が棚 引 tるかはっ

きりしIL～.I.0̂ .2.0̂ とt汁が鼓くILる =従って

I の,(チ-/+.ま小さく/+-り.点火玉の告艮措.二おけ

る愚柳 のJ<タブ･+も小∈く'なるので L の這臥 =

入るJuの.i少く･Jiつてくる｡30̂ I=至って:まInは

27-31mZJであり.この75回E:入る且九三の熊低 ま,

火のal,'･建時7F:石.=耳蒜するBS間 'I,のJFとtLつて.-

ら.故Jここの仲 か らTEE侵すht1,30̂ (=..51-Tは

槻 宮守Itlの切掛 ま点火まの火の4tによって起曝され

るものと必われる｡flj,20̂ 以上では点火式の大岩'

分が内れて,火の塊と15つて飛散する妨合が多い.

3 考 ‡(

応転相 によれは,J託火王の地 相 こお..･T次

の触 t軌 ･Jら小.'こ｡

(t) 白金駅 瓦のJB規

議定撲自重はの用斑が7S良に焦せちれて,白金由の

先主状を7.'して光っている｡

(2) 火 の も

充たし1=較東の一存が他晩しているものでbる｡

(3) 火 の Bt

棚 卸 では.点火王が弟妹 と'.1つて九乾する18

台が往々.こしてJ),=｡惑社町娘野で:土.この劾 lた牧

LT_'から見放することがRめられた｡

(･-.) 退社して発生する蜘

牢其那2(E･ のせ 及び (b)の Th 一見られろエ

フTL,点火=上り恥 1てBn-のところから発生する狙

丘の低いtaである｡この鰍 まql現雌 でも苛められ

;=もので 1.ら.i.必ずLJ,一方:=発生するものでは.I+A

く一院牧野ZW ,LmB'zJl雌 犬::鮒 官中の宰Jlでは

否めL>i11_-r.･｡

(5) 点火玉1.LLL鼓荘巣生する浅

丘火王かCJ荘触 するだtで,点火三のホ牧の生鮮

とILるものである｡1_)ユニのWrIの虎把に田仲して温点

のk;J 晩が粟生する｡⊂年′虎 2 ft),丘)こ11は明

後rEiLGで.まtEカ･'ilず,Ⅹ暗奴野地 に.Lつてもせ

院℡tr=の秒合は明らかでIJ.i･｡

F発言管の聯 8時かS粒をナttZ一.切包帯を丘は

する ｣の▲i以上の発光体 串.火わや (27.火の苑

(3 ,放 して#g=する焔 (il,FFt火壬かCil搬

生する焔 5)であると考えらttる｡しかし (5)の

火仏の延時是石狩i噂rin rrはf甘齢 時W tL一上

I)遵1.t頓知 l多.Lか√,このnb'･虎q茄Ty火.ニhl拡役

立T=TL､ことも &,り-Jるわけで,このときには (2),

(31.(4)てru脈 することが敢挽野地 .;上り栂

モit-_｡tLjj(2).(3 ,(41.(5)の発光体のう

ち.どれがLnやIz起用させ,-Jr't二.tつてqF実印f乙EがA

TJ.るもの亡考えられるが一二のJA:ニついてel稔?壬■i横

目.二設る8

苛する▲こ放火三の蜘 ニ1る伝教又i脚 T_'三の

希火時r乙rJ)〆クツ+,'E小岩くする,たれ.:は,卓二火王が.

吾正枝,Jt言..二BjaT_-且火まtJt･ギー11･出すこと1,.五

三し･､.

以上よn,屯災野紗 は之･'tt!1虫●=吐InするfJ.-ら一l

秀光現負しか郷 出宗 T.･tが,開脚 を併用ナJt

i.'批 伝と非概 略との相互BS院が同L',かとI_'ること

がわかつT_.



ll 丘 T 1

] 火焔TiLとの発光体の市連荘菰野は,粥視野at形

と指紋棚 を捌 77ナへ卓である｡

2 ミyセコンド発鼓な1-には 2̂ 1人上の点火思抗

を蛭川することがZXましい .

3 屯乾せ菅の瓜火玉によるバクツ中を70くする1こ

めには,最初に強力なF'r火壬オルギ-を出すJ:うlLFT.

火三がよい｡

4 チ=ニ トロソレゾ/LJyソ掛とt,ダン鈴 姐諜正章カ

リのこ尚乱火託の燃馳 よ,白金韻).'J朋のJIT火米の燃焼.

鞍来状1=発散するJ■l火熟の燃枕 (火の粉),塊状1=抑

Ilで発散するtl火菜の脚 (火の塊).点火玉から主監

符して発生す,3小火払 点火王の位鑑よりtb:麻 生す

るところの燃嘆の主体とILる火J乱 及びその外淋 =随

伴して発生する弱いFTlE:区分される｡

終りに既み蒔過度茂膨 軌 二ついてお1餌絶 四つT_Rt

部大学数技箆藤席平先生に脈 を封する｡又坂野に協

力 された枚木‡塗三氏.点火二期作を担当これ7こu茶化

繋仁豊野作来所白沖田三氏(=守雄礼叫し上げる.

文 献

1) rLrDl,沖&,恕臥 海中 工能火Th'協会u,郊ILi

怨.節3軌 1e3ri.

寄 書

韮塩葉酸ソーダ系の熱分解

(昭和 29年 6 月 日 日 実理)

-A m 銀 次 郎 ･長 田 英 世

(>'L州工環大学 爆死神教ji)

貨軌 の熱分矧 二耽ては,従来多史の研究報告が (2)

ある(])E,伏し乍ら,黙分も首迅掛 =放て範城;砲鞍城 が.

一時的(:しろ藍放せられるという報告は･'Lい｡暫々は

姐撤 壇の熊分節を追跡したところ,反応生成物串に

1主陸的;二,C10三文は蚕姐表J投銭が存在することを怒

めた｡従って lNaCLOJの熱分解迅恥 こ.:(I,CIOゴか

生成するとして,:thCIO空の存在する温定位四i･知る

EZ的で,常温で安定(:存在する NnCLOeをFA分解L

rC,分免姻 細を昏五抄勺L=泊妨した.この分尿週世を,
黙天WrLでiLB跡LJ'=結瓜を Ellg l及び rTIg 2L:示す0

170ccに放て,粉状粥‡剃よ頭関的E=汚朔 して凝固す

る｡この時 h C】02は全 くなくな る｡3700C-3瓜OC

迄'ま殆んと丑丑変化はTJ.'く,これもLL..二I+･つて始めて

分解〝スを▲生ずる｡

粁料 L純度829/"左.NnClOl)500nlgを屯貯 Ff=で,

粒々の温度で30分間加孫し.分坪生成物中の yAC),

.～-aCZOぅ,ゝ nCIO↓を分析し,反応頓隅を決定した｡

その結集 :uCIOzは.ihEEi=よって 次の如き反応

摂 取 二従って分解する,

(り 170oC王i･は

3N'LIC】Orー 2hTnC】03+NICL (り

tL- l

A ●+llLI
B 狙J:虫横

ー




